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Recently, it has been one of the major issues in most Japanese universities how to guarantee the 
results of studies of an undergraduate. To guarantee the quality of the study results, it is necessary 
to give lessons or guidance with deep understanding of student’s study and grades history. In this 
sense, ICT systems are efficient and powerful tolls to manage the process of students’ learning 
activities. The purpose of this study is to develop of an ICT system which enables to handle the 
study case record of individual student as a tool for guiding students to higher targets or better 
solutions. The feature of the system is providing an effective linkage between the e-learning system, 
the course management system, and the case record system based on the subject knowledge 
database. 
   
 近年の大学学部教育では，学生の学士力の養成(1)に代表される学部教育の質保証が重視
されたことを受け，教育内容の明確化，単位の実質化が進められている．これには，教員
が，授業外も含めたカリキュラムの教育内容を意識した上で，学生の学習経過・結果をエ
ビデンスとしながら，授業の実施や学習支援を図っていくことが必要であり，教育基盤環
境として，学生の履修履歴や，授業外を含む学習履歴を管理できる ICT システムの活用が
不可欠である．本研究は，大学学部教育の質保証に向けて，e ラーニングと Course 
Management System（以下，CMS と記す）を連携させた学習カルテを開発し，これをもと
に授業内容の明確化と単位の実質化を図ることが可能な ICTシステムの実現を目指すもの
である． 
 教育内容の明確化のためには，授業や授業外も含めた学習で学生が達成すべき内容を何
らかの枠組みで明確化することが必要となる．また，単位の実質化のためには，達成すべ
き学習内容の履修に向けて，学生自身がこれまでの履修・学習の内容に基づいて学習目標・
内容等に対する意欲を得られることが望ましい．これらを ICT システムで実現していくに
は，教育内容の明確化の面では，授業や e ラーニング教材の内容をもとにした学生の達成
すべき内容の構築及び，授業外も含む学生の学習を支援する e ラーニング教材の構築等が
持続的に行われなくてはならない．また，単位の実質化の面では，学生の達成すべき内容
に対する学習・履修履歴をベースとして，さらに高度な目標に向けて努力することが可能
となる教育サービスを具備している必要がある．本研究では，こうした課題に対して，① 学
生のキャリア形成も兼ねたプロジェクト教育をベースとして，e ラーニング教材を持続的
に作成・改良する開発体制(2)(Figure 1)，② 理工系知識のキーワードに基づいた CMS の授
業情報と e ラーニング教材の関連を理工系学部の達成すべき知識の学習体系と見なし，学
生の学習履歴等に基づいて，体系的に授業の繋がりや目標等を可視化する学習カルテ
(3)
(Figure 2)を提案し，試験運用を行った．その結果，①の手法が，教員からのアドバイジ
ングや上級生から下級生への技術継承を通して，PDCA サイクルに基づいた e ラーニング
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教材の持続的開発に有効であること，②の手法による可視化した学習カルテを利用した学
生が，旧来のシラバス等では得られなかった新たな目標設定や課題の発見等の気づきを得
られることが明らかになった． 
 学部教育の質保証については，学力だけではなく，コミュニケーション・主体性・責任
感・表現力・分析力等のキャリア形成面での能力も併せて行う必要がある．今後は，②で
構築した学習カルテに，①の教材開発を通した活動や，キャリア形成に向けた講義や講座
等における学習履歴も，学生の学びのエビデンスとして取り込んでいくことで，学力面だ
けに止まらない，学士力として学部教育の質保証を行うための基幹システムとしての ICT
システムに改良していく．  
  
 
Fig.1 Image of sustainable development and maintenance system of e-learning materials. 
 
Fig.2 Image of case record system(chart system) based on the subject knowledge database, 
e-learning, and CMS, 
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